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新年おめでとう🎍ございます。 
今年一年が、みなさまにとって、素晴らしい一年となりますよう、

祈念いたします。 

新年を迎えるにあたり、みなさまは「今年の目標」を立てたりする
のでしょうか？　私は、目標を立てると、なんとなくやる気が出るの
で毎年目標を立てるようにするのですが、昨年の1月1日にどんな目標
を立てたのかを忘れてしまいました。ですから、去年の目標はきっと
達成されないまま、今年を迎えているのだと思います。そんな私ですが、自分の意識の中
にこだわり続けていること、いつも心にとどめていることがあります。それは「世界が平
和でありますように」と願うことです。
昨年を振り返ると、1月1日から「能登半島地震」という大きな災害がありました。多く

の人が今も被災地や避難所で心穏やかな新年を迎えることができていないかもしれません。
兵庫県政では混乱を生じさせるような様々なことが起こり、選挙も混乱しました。私たち
を取り巻く社会は平和ではなかったかもしれません。さらに、世界では戦争が続いていま
す。日本では物価高が続き、人々の生活の物質的な豊かさに変化があったかもしれません。
しかし、私自身が関わる人々は、苦しさの中でも、希望を持ち笑顔で元気に暮らすことに
誠実であったように思います。
そこで、私たち社会福祉士は何を目標に活動をするべきかに立ち返るのですが、やはり、

目の前にいる人みんなの幸せのために、人を大切にすること。人とのつながりを大切にす
ること。世界が平和であることを願い、人権を擁護していくこと。それらが専門性である
という社会福祉士の存在意義に誇りを持つということだと思います。
兵庫県社会福祉士会では、昨年より新たな時代に向け改革を進め、会員のみなさまの活

動の充実を目指しています。今年は巳年。「巳」は蛇のイメージから「再生と変化」を意味
していると言われます。今年1年変化を恐れず、平和に、組織とみなさんの幸せを願い、機
動的に会長の責務を果たしていくという目標を立てたいと思います。
みなさんも新年にあたり、ご自身の念願を言葉にしてみてはいかがでしょうか。今年

２月には、近畿ブロック兵庫大会が淡路島で開催されます。参加したみなさんで今年の目
標を語り合うのもいいかもしれないですね。

本年がみなさまにとって希望に満ちた明るい年となりますことをご祈念申し上げ、新年
のご挨拶と致します。

変化を恐れず　人を　つながりを大切に
会長　小椋　智子
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※　 各研修につきましては、申込人数が少ない場合、中止することがありますので、予めご了承いただきますよう
お願い致します。

■ 自然災害による中止及びその告知について
　　 　研修開始の２時間前に研修開催場所に特別警報が発令された場合は、研修会を中止いたします。また、特別
警報の発令に関わらず、台風接近や自然災害の状況をみて、研修会をやむを得ず中止する場合がありますので
ご了承ください。

　　　基準等は、本会ホームページをご参照ください。　http://www.hacsw.or.jp/　

　　 　研修開催の中止が決定した場合は、研修開始2時間前に本会ホームページ、または本会ホームページ下部に
あるFacebookに掲載します。掲載がなければ開催するものとご理解ください。
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災害への備え　社会福祉士にできることは何か
1995年１月17日に発生した阪神・淡路大震災から30年を迎えます。私たちは兵庫県で活動す

る社会福祉士として、この震災から何を学び、どのように災害に備えるべきなのでしょうか。視
覚障害のある防災士の榊原道眞さんをお招きし、兵庫県防災士会理事長に就任した溝田弘美・兵
庫県社会福祉士会理事、西野佳名子・同事務局長（災害福祉支援委員会委員長）と語り合っても
らいました（以下敬称略）。　　　　　　　　　　　　　　　　

文・構成　広報委員会

西野：ようこそお越しくださいました。きょうの座談会では障害当事者の声を生かした災害対応
とは何か、社会福祉士はどのように防災活動に関わっていくべきかなどについても、ざっくば
らんに意見を出し合えればと思います。まずは、阪神・淡路大震災当時の思い出や防災に関わ
るきっかけ、現在の活動についてそれぞれ教えてください。

停電　病気の進行に気づくきっかけに
榊原：僕の目の病気は「網膜色素変性症」です。難病に指定されています。進行性とあって、視
力がどんどん落ちていく。震災前も暗い場所ではかなり見えづらくなっていたものの、街の明
かりを頼りに夜も出歩くことができていました。それが震災による停電で街が暗くなりました。
「あれ、こんなに見えなかったっけ」と。病気の進行に気づくきっかけになりました。

患者会の兵庫県支部が2003年に発足し、支部長に就任。視力がさらに低下し、「もし今、阪神・

阪神・淡路大震災30年　座談会
特 集

-Special Feature-
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淡路大震災クラスの地震が起きたら、どう行動すればいいのだ
ろう。私と同じように考えている仲間もいるはずだ」と感じ、
震災10年の2005年から防災に関する取り組みを始めました。
やがて、病名や所属団体にこだわらず、「視覚障害者全体に

とって、暮らしやすい社会づくりをめざしたい」という思いに
駆られ、2009年11月22日に「眼の会」をつくりました。当
初は５～６人のメンバーに声をかけてスタートし、現在は約
30人の会員がいます。
活動の柱は、視覚障害者のQOL（生活の質）の向上につな

がる福祉機器の情報提供や、医療・福祉制度の勉強会です。さ
らに、防災のシンポジウムやワークショップを、いわゆる「避
難行動要支援者」と呼ばれる全ての人々や支援者を対象に開催
しています。啓発活動として視覚障害者のサポート講習会も実
施しています。支援に関心を持つ人に集まってもらい、交流し
ながら一緒に学んでいます。これまでに15回開きました。障
害当事者と支援者の相互の理解を深めていきたいと思い、続け
ています。

人生を変えた経験　米の大学院に留学
溝田：阪神・淡路大震災当時、私は社会福祉士の資格試験の勉強中でした。父が神戸市内で運営
していた特別養護老人ホームは、幸い大きな被害を受けず、行政からの要請に応じて大勢の避
難者を受け入れました。1996年に入職し、避難者支援の手伝いを始めました。それが特養での
最初の仕事でした。
震災は、私の人生を変えたと思います。後に「ボランティア元年」と呼ばれるような、市民

による被災者の支援活動に心を打たれました。NPOのマネジメントを学びたいと考え、アメリ
カの大学院に留学。その後、高齢者政策も研究したいと思い、2000年にニューヨークへ。そして、
2001年には同時多発テロが起きます。日本人のコミュニティーから「支援活動をしたい」と声
が上がり、ボランティアやNPOの組織化を手伝いました。
一番印象に残ってるのは、当時のニューヨーク市長の危機対応です。１日に何度も記者会見

してテレビの前で状況を説明し続けた。これこそ大事件や大災害が起きた際のトップのあるべ
き姿だと感じました。
2006年に帰国し、2012年に特養の施設長になった後の2018年７月、豪雨災害に見舞われま

す。特養の水道施設に土石流が押し寄せ、モーターが破壊された。突然の断水です。タンクの
水が空っぽでした。
こんな時こそ、司令塔になる必要がある。ずっと電話の前に座り、指示を出しました。自力

で1000リットルの水を確保し、おむつの配送業者や水道工事の業者、行政とも直接やり取りし、
瞬時に状況判断しました。職員にも丁寧に説明し、「大丈夫よ」と伝え続けた。この経験を機に
特養のBCP（事業継続計画）にも一段と力を入れるようになりました。

西野：お二人とも「防災士」ですね。なぜその資格を取得しようと考えたのでしょうか？　特に
榊原さんは受験にも「壁」があったのではないかと思います。資格を得て意識は変わりましたか？

ハザードマップ「防災の1丁目１番地」
榊原：「眼の会」で防災のシンポジウムを運営し、講師の話に耳を傾けるうちに、自分自身が防災

兵庫県社会福祉士会事務局長。父親が要
介護者になったのを機に、流通小売業か
ら福祉業界へ転身。高齢者福祉施設の施
設長を経て、2014年から現職。

西
にしの

野佳
か な こ

名子
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について勉強不足だったことに
気づきました。それでは来ても
らう人に失礼だなと。
三木市にある兵庫県立広域防

災センターで「ひょうご防災
リーダー講座」が開講されてい
ると知り、2019年度に受講。修
了者には防災士の受験資格が与
えられると聞いていましたが、
最初は興味がありませんでし
た。視覚障害ゆえに、受験でき
ないだろうと勝手に思っていま
した。
秋から５カ月間で計12日の

講座。朝７時半に家を出て、帰
宅するころには日が暮れていま
す。せっかく頑張ったのだから、
試験を受けてみようかと思い直
しました。試験を実施する日本
防災士機構に連絡したところ、『防災士教本』がデータで提供され、受験時の代読・代筆も了承
されました。視覚障害のある防災士は現在、全国で４人だそうです。僕は全盲、他の人は弱視
だと聞きました。
学ぶにつれて、ハザードマップの重要性を再認識しましたね。それまでは「見えないから、

いいや」って思っていたんです。でも、自分の住まいや地域のハザードを知らないままでは、
何をどのように備えればいいのかもわからない。ハザードマップが「防災の1丁目１番地」だと
思い至りました。そして、仲間内だけでの発信だけでは弱いことも。行政や防災士会にも直接
働きかけて我々の思いを粘り強く伝えていかないと、状況は変わらないと痛感しています。

「防災活動に福祉の視点が抜けている」
溝田：2011年の東日本大震災の後、特養の災害時の対処に関する書籍や文献を数十冊読み、専門
家にも話を聞いてBCPを作成しました。2018年の被災時にはそのBCPも一定程度、機能した
と思います。それでも私自身、災害に関する法制度に疎いことが気になっていました。
災害救助法や災害対策基本法を全て理解できているわけではないのに、社会福祉士として被

災地で支援をしていいのかという不安もありました。勉強できる機会はないかと探して、巡り
合えたのが防災士の資格です。2018年12月に大阪で２日間の研修の後、試験を受けて合格し
ました。どうやら満点だったようです。私でも役に立てるかもしれないと思い、すぐに兵庫県
防災士会に入りました。入会したら満点合格の人がゴロゴロいました（笑い）。
防災士会の会員は男性が約７割を占めていますが、私が入会した時も理事長は女性。彼女か

ら「防災活動に福祉の視点が抜けている。あなたの経験を生かしてほしい」と言われました。
その言葉に励まされ、2024年からは理事長を務めています。女性会員を増やして、福祉やマイ
ノリティーの視点に立った活動をしたい。防災士会に最近、看護や福祉分野からイベントに参
加してほしいとよく声がかかるんです。防災が日常の関心事として、福祉にも関係した存在と
して認識されてきたと思います。防災士会と社会福祉士会が協力するのは、今の時代に合って
いると思いますね。

視覚障害者や支援者でつくる団体「眼の
会」代表。防災士。進行性の難病「網膜
色素変性症」によって視力を失う。神戸
市西区で鍼 マッサージの治療室を営む。

榊
さかきばら

原 道
みちまさ

眞

兵庫県社会福祉士会理事。神戸市の社会
福祉法人「弘陵福祉会」理事長、特別養
護老人ホーム「六甲の館」施設長。兵庫
県防災士会の理事長を2024年から務める。

溝
みぞた

田弘
ひろ み

美
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進まぬ個別避難計画　「防災庁」に期待
西野：阪神・淡路大震災の後も日本列島各地で数々の災害が起き、高齢者や障害者に被害が集中
している実態が明らかになってきましたね。兵庫県社会福祉士会は2018年から兵庫県の委託を
受けて「防災と福祉の連携による個別避難計画の作成促進」に取り組んでいます。災害対策基
本法が改正されて３年余り、個別避難計画の作成が市町村の努力義務となった一方、行政のマ
ンパワーが不足していたり、地域の理解も深まらなかったりと、作成は遅々として進んでいま
せん。「防災庁」*の創設に私自身は期待していますが。災害に対して具体的にどういった備えが
必要なのでしょうか？　榊原さん、障害当事者の立場としていかがでしょうか？

榊原：先ほどハザードマップが「防災の1丁目1番地」だと話しました。ハザードマップの情報
を知らない視覚障害者には「行政に電話して聞いてください」と伝えています。担当者に自分
は視覚障害者だからマップを見られない、だから防災に関する情報を教えてほしいと。そして、
避難所の名称と住所、電話番号を記録して、必ず一度、自ら足を運んでくださいとお願いして
います。もし避難経路に危険な場所があれば、迂回路も確認しておく必要がある。防災の取り
組みのスタートはそこからだと思っています。
防災士の資格を得たのは2020年春。コロナ禍が始まったタイミングでした。「緊急事態宣言」

も出されたものの、せっかく資格を取ったのだから動きたい。そう考えて「眼の会」の会員の「マ
イ・ハザードマップ」をつくろうと思い立ちました。
視覚障害のある会員が20数人いました。手伝ってくれるもう１人と手分けして、会員が住ん

でいる自治体に電話して居住地を伝え、聞き取ったハザードの情報をまとめて配りました。大
半は自分の住まいのハザードを知りませんでした。
自治体に電話をした時の対応が、予想以上に丁寧でした。ここまで親切に教えてくれるんだっ

たら、視覚障害者は電話をかけて尋ねるのが最も速くて正確だろうと感じます。視覚障害者向
けの「音声ハザードマップ」を作っている自治体もありますが、ネット環境がないと使えない。
視覚障害者はネットを使えない人が多いんです。電話を使って、自分がわかるまで尋ねてみる
のがベスト。本当にどの自治体も丁寧に教えてくれました。

西野：そうは言っても、自ら情報収集に動かない当事者もいるのではないでしょうか？　何が理
由なんでしょう？

榊原：人に頼ること、頼むことに慣れてしまっている障害者もいるのかもしれません。自分では
できないからと。頼める相手、信頼できる
人がしっかりとそばにいる障害者も結構多
いんです。

「おせっかい」に効果があるのか
西野：なるほど。自分で情報を集めて、理
解して、準備しようとする。まさに「自助」
ですね。災害対応の「基本のき」だと思い
ます。防災活動に関わっていると、「ここ
は過去に災害が起きていないから大丈夫」
と話す地域住民にも出会います。「準備し

*  2024 年 11 月１日付で「設置準備室」が発足。将
来的には「防災省」への格上げをめざすとされる。
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ましょうよ」と語りかけても響かない。でも、
命に関わる問題だから放ってもおけない。私た
ちの「おせっかい」に効果があるのかどうか、
悩みながら活動しています。啓発の難しさを感
じています。

榊原：地域の避難訓練に一度だけ参加したことが
あります。ひょうご防災リーダー講座で、訓練
に参加してレポートを提出する課題があったん
です。私には訓練の案内が届きません。地域に
関わっている人に日程を尋ねて押しかけまし
た。地域の役員の皆さんも対応に困ったんで
しょうね。「危ないから椅子に座っていてくだ
さい」と言われてしまいました。おとなしく座っ
ていましたが、それだと参加した意味がないん
ですよね。
日常生活の中で、当事者と地域の人々が接す

る場がない。だから皆さん、どう接したらいい
のかがわからないのだと思います。今、災害が
起きて住民が一斉に避難所に行ったら、大変な状況になるのではと危惧しています。避難所の
開設段階から当事者を交えて一緒に運営していければ、パニックにはならないと思うのですが。
地域の人々に理解してもらうために、当事者もひきこもらず一歩外に出てきてほしいと願って
います。物おじする気持ちもわかりますが、命がかかっている問題なのでね。

西野：地域の人々の立場からすると、当事者に「これを手伝ってほしい」と言われれば断る理由
はないと思います。当事者に対して「もっと言ってきてよ」と待っている感じもあるのではな
いでしょうか。

当事者と地域が意見交換できる場を
榊原：それもあると思いますね。ただ、いきなり当事者に来られた場合、慣れていない人だと軽
いパニックになったり、おかしな接し方になったりしかねない。そういう対応は当事者が傷つ
くことにもつながります。まずは当事者と地域の人々、支援者が意見交換できる場づくりが肝
心だと思います。

西野：溝田さんは特養の施設長の立場でもありますね。BCPも含め、施設で防災への取り組みは
進んでいますか？

溝田：施設は災害と感染症に対応するBCPを作らなければ、介護報酬から減算されます。避難訓
練も実施する必要があります。BCPの策定を指導してもらった大学の先生からは「家族がいる
日本人スタッフは、災害時には出勤してきませんよ」と言われました。徒歩圏内に住む外国人
スタッフに対して、割増賃金を渡すから出勤してもらうようにとアドバイスされた。今は５キ
ロ圏内に約20人が住んでいます。水やお米、生活必需品も十分なストックをしているつもりで
すが、不安ですね。施設を守る責任者としては。
そういえば、NHKで数年前、衝撃的な報道がありました。全国の高齢者施設のうち、3820カ

特 集　阪神・淡路大震災30年　座談会
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所は巨大地震による津波
の浸水想定区域にあり、
しかもそのうち1892カ
所は東日本大震災の後に
開設されていると。たく
さんの人が亡くなったの
に、その後も危険な場所
に建設されていたことに
ショックを受けました。
それらの施設にアンケー
トをしたら「近隣住民の
ニーズがあった」「土地
取得のコストを抑える必
要があった」などの回答
が多かったそうです。

命よりもビジネス優先の論理が透けて見える。高齢者の人権や命を守る意識が希薄なのだろ
うと感じます。もしかすると、高齢者施設の開設を認可した行政担当者も防災に詳しくないの
かもしれない。担当者の問題というよりも、法律や制度に問題があるのではないかと思います。

西野：阪神・淡路大震災を機に、介護や配慮が必要な人の災害関連死をなくそうと「福祉避難所」
の必要性が指摘されてきましたね。

福祉避難所　全員受け入れられるのか
溝田：私たちの施設も福祉避難所に指定されており、行政から頼まれて開設することになります。
とはいえ、被災者が殺到した場合に全て受け入れられるのかどうか。コロナ禍以降、「密」を避
けるため１人あたりのスペースを広げて確保することになりました。そうなると収容人数を減
らさざるを得ません。さらに介護スペースを準備する必要もあります。
施設長の会合に神戸市の防災担当者が来て、いざという時には福祉避難所の開設をお願いし

たい、普段から顔の見える関係を作っておきたいと言っていました。阪神・淡路大震災の教訓
が生きているのかなと思います。

西野：先ほど、榊原さんは行政に電話をかけてハザードを把握し、自ら避難所を確認するという
活動をしているとおっしゃっていましたね。

榊原：西日本豪雨では岡山県倉敷市で知的障害のある母親と、幼い娘さんが亡くなりました。福
祉サービスが充実しすぎていて近所の人とはコミュニケーションが取れておらず、避難所とな
る学校の場所がわからなくて逃げられないまま、自宅で亡くなったと聞きました。
僕ら視覚障害者は、ハザードも避難所もいかに事前に確認しておくかがポイントになると思

います。さらに、非常食にしても説明書を読みながら作ることができない。だから、一度作っ
てみておく。ふたを開けると、中に何が入っているのか。スプーンや防腐剤を取り出す必要が
ある。お湯をどれぐらい入れるのか。味の確認も必要です。避難グッズも買いそろえておくだ
けではなく、実際に触って使ってみないとわからないことがあります。当事者仲間にそういう
情報をもっと伝えていきたい。支援者にも視覚障害者が困るポイントや手伝ってほしいポイン
トを伝えていきたいと思っています。
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西野：テレビなどのニュースは、災害が発生してから報じられるまでタイムラグがあります。リ
アルタイムで地域の危険をキャッチする手段はありますか？

榊原：ないですね。危険を伝えるエリアメールが携帯電話に届かない場合は、役所に電話して尋
ねるしか手段がありません。私の自宅近くに明石川が流れています。例えば、目安として雨が
１時間あたり何ミリ以上、１日あたり何ミリ以上降れば氾濫の危険性が増すという基準を示し
てくれていれば備えられます。障害者は急な対応が難しいですから。行政にその基準を尋ねた
ところ「危ない時には指示を出しますから」という回答でした。目安を提示しておいてくれる
とありがたいなと思うのですが。

西野：最近は主な河川にライブカメラが設置され、現地に行かなくても増水の状況をパソコンや
スマホで見られるようになってきました。このように視覚情報は増えている印象がある。でも、
榊原さんはテレビのテロップを確認することも難しいですよね。

榊原：そうですね。スマホの防災アプリも登場していると聞くものの、視覚障害者にスマホは使
いづらいんです。表面がつるつるなので、どこを押せばどう動くのかがわからない。今もガラ
ケーを使っています。若い人や弱視の人はスマホを使える人もいますが。

溝田：「防災庁」ができるなら、視覚障害者にどうすれば防災情報を届けられるのかを考えてもら
いたいですね。開発段階からの当事者参加が必要だと感じます。

西野：では、逃げるタイミングをどう判断するのでしょうか？

大切な「近助」　福祉専門職への期待
榊原：警戒レベル３の「高齢者等避難」の発令です。ただ、避難所が開設されているかどうか、
行政に電話で確認してから逃げないと。避難所は自宅から300～400メートルぐらいの場所にあ
り、歩いて10分ぐらいかかります。外を歩く際は周囲の音、耳が頼りです。雨音が激しいと、
周囲の音がわからなくなる。一人で家にいる際にそういう事態になったら怖いですね。
災害への備えとして、自分や家族の命を守る「自助」、町内会レベルの「互助」「共助」、行政

による支援の「公助」と言われていますね。これに加えて、私は「近助（きんじょ）」を唱えて
います。近くで助けてくれる人をいかに探して見つけておくか。福祉専門職の皆さんには、そ
のマッチングに協力してほしい。私たちは誰かの手助けがないと移動が難しい。「近助」が当事
者の命を守ることにつながります。

西野：社会福祉士を含む福祉専門職が、防災や災害を切り口に地域の支援に取り組めるかもしれ
ません。「近助」に関われる可能性もありますね。
社会福祉士の養成カリキュラムが一新され、テキストに災害対策基本法をはじめとする法制

度や災害時の包括的支援体制が盛り込まれるようになりました。社会福祉士には更新研修がな
く、新しいカリキュラムを知らないままの社会福祉士も多い。災害時の支援に関する知識を持
つ社会福祉士を増やすため、学び直しも大切だと思っています。
阪神・淡路大震災から30年の節目を捉えて、職能団体として真剣に取り組んでいきたいと考

えています。きょうはありがとうございました。

特 集　阪神・淡路大震災30年　座談会
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Report 報告
西はりまブロック研修・交流会

西はりまブロック　岸　剛健

開 催 日 2024年9月28日
参加人数 27名
講 師 山本　幸子　氏（元校長先生、保護司）

　研修概要　

みんなで学ぼう♪「食」と「育」
　西はりまブロック内外を問わず、会員とその子どもも一緒に楽しんで学べる機会とし、サ
ツマイモ掘り体験を通じて食について考える。長年教育に携わってこられた元校長先生の講
演を通し、安心感を持てる子育てについて考えるとともに、交流会で親睦を深める。
　第1部　13：30～14：30　
　第2部　15：00～16：00　南光地域福祉センター
　　　　　山本幸子氏による講演「安心感を持てる子育て」
　第3部　17：00～　懇親会

　所感等　

大人も子どもも夢中　サツマイモ掘り体験
　体験、学習、交流と3つのテーマを盛り込んだ1日でした。スーパーでは見ることのでき
ない大きく育ったサツマイモを、大人も子どもも夢中で掘りました。講演会では、教育現場
を退職されてからも保護司やボランティアを続けられている山本幸子先生に、子どもとの関
わり方や、地域福祉の仕掛けづくりに関して貴重なお話を聞かせていただきました。遊んで
学んだ1日となりました。
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Report 報告
つどい場 LeLien~「分身ロボットカフェDAWN ver.β」in kobe

神戸ブロック　小泉　啓子

開 催 日 2024年9月29日
参加人数 12名
開催方法 会場での実施

　研修概要　
　分身ロボット「OriHime」を全国にいるパイロットが遠隔操作で、お客様を接客します。
体が不自由でも社会に出ることができ、仕事ができる。最新の技術が障がい者雇用の可能性
を広げます。それを体験できるカフェです。

　所感等　
　お店の入り口では、ヒト型のロボットがお出迎えしてく
れ、操作している方は遠くの地から私たちに声をかけてく
れました。見た目はロボットですが会話は人とで、リアル
タイムでの会話がそこにはありました。テーブルに着くと
OriHime（クリオネみたいなかわいいロボット）が動き出し、
パイロット（遠隔操作している人）がオーダーを取ってく
れました。パイロットになって仕事をするようになって、
難病で動きにくくなっていた体が少し動くようになったり、
日々の生きがいになったりしていると、とても楽しそうに
話してくれました。ベッドから接客ができる、仕事ができる。
それを知ることでいろんな場所での活用ができるのではな
いかと可能性の広がりを感じました。
　初めて参加された方も多く、またつながりができたこと
がうれしかったです。LeLienに参加してくださった皆様、
ありがとうございました。

ロボ ットカフェの様子

ド リンクを運ぶ OriHimeOriHimeと集合写真
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Report 報告
神戸家庭裁判所と未成年後見登録者交流会

ぱあとなあ兵庫　高木　裕佳

開 催 日 2024年10月16日
参加人数 10名
開催方法 会場での実施
講 師 枦山　あゆみ　氏（神戸家庭裁判所　裁判所書記官）

　研修概要　
　ぱあとなあ兵庫では、成年後見制度に関する受任活動に加え、2019年10月より未成年後
見に関する小部会を設置し、受任に向けた検討を進めております。成年後見のみならず未成
年後見に関わることは、職能団体としての重要な使命と考えています。
　このたび、未成年後見に関する研修・交流会を開催し、神戸家庭裁判所の書記官をお招き
しました。本研修では、登録者同士の交流を深め、社会福祉士としての役割について考える
機会といたしました。
　内容
　　①　家庭裁判所における未成年後見案件の現状（申立状況や課題事例など）
　　　　・手続き上の留意点（成年後見制度との違い）
　　　　・家庭裁判所での監督上の課題（身上監護面・財産管理面）
　　②　社会福祉士後見人へ期待すること・求められる役割やスキル
　　③　事例検討・意見交換

　所感等　
　ぱあとなあ兵庫の未成年後見登録者を対象に、恒例となる神戸家庭裁判所との交流会を開
催しました。当日は神戸家庭裁判所の書記官をお招きし、未成年後見案件の現状についてご
講義いただきました。講義では、申立相談へのサポート方法や申立時に裁判所書記官が注目
するポイントについて具体的な助言をいただき、実務に役立つ内容となりました。
　また、事例ディスカッションでは、参加会員と書記官が意見交換を行い、未成年後見に関
する理解を深める貴重な機会となりました。
　現在、ぱあとなあ兵庫における未成年後見の受任案件数はまだ少ない状況にありますが、
この交流会を通じて社会福祉士としての専門性を発揮するための重要な示唆を得ることがで
きました。未成年後見への期待の高さを改めて実感するとともに、この学びを今後の活動や
自己研鑽に生かしていきたいと考えています。
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Report 報告
2024年度 医療的ケア児等コーディネーター養成研修【Ａ日程】

兵庫県社会福祉士会事務局　胡中　智礼

開 催 日 2024年10月26日～10月28日
修了者数 100名
講 師 増田　真樹子　氏（社会福祉法人西宮市社会福祉協議会）
 中川　和也　氏（社会福祉法人養徳会）
 中山　猛　氏（社会福祉法人西宮市社会福祉協議会）

　研修概要　

「要医療児者支援体制加算」の対象研修
　「医療的ケア児等支援者養成研修」を修了した者を対象に、医療的ケア児等の支援を総合
調整する者(コーディネーター)を養成する研修です。当該研修は「要医療児者支援体制加算」
の対象研修であり、本修了した相談支援専門員がいる相談支援事業所がその対象となります。
　10月26日、27日は姫路市総合福祉会館にて対面開催、28日はZoomミーティングを使っ
たオンラインにて開催しました。

　所感等　

会場開催により意見交換も活発に
　当該研修は演習がメインであり、事例を通してアセスメントを深め、医療的ケア児を支え
る資源を考えていくほか、ロールプレイなども行いました。
　会場での開催だった当該研修は受講者同士が活発に意見交換をしている様子が印象的でし
た。相談支援専門員や保育士などの福祉職や看護師やOT・PT・STなどの医療職、行政職員
など様々な職種の人が受講し、それぞれの立場からの話し合いがなされていました。
　アンケートでは「他職種の人たちと実際に意見交換をし、見る視点だったり、いろんな意
見があったり全然違うんだと実感しました。職場でも『連携』とは言われていたけど、改め
て意見を出し合って感じていることを伝えることの大事さがわかりました。コーディネー
ターの役割として、『つなぐこと』と言われていたので、保護者からの意見などを聞いた時
は『できないかも…』とあきらめるのではなく他の人に相談し、今より一歩でも動き出せる
自分になりたいと思いました」などのように前向きな意見が多数寄せられました。
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Report 報告
第4回集い場　リアル

東播ブロック　兒玉　尚子

開 催 日 2024年10月26日
参加人数 10名
開催方法 会場での実施

　実施内容　
　大蔵海岸にてバーベキューを実施しました。会員の方々を中心に、ご家族も一緒にご参加
いただくなど、気軽に参加できるイベントとして楽しい時間を共有しました。

　所感等　
　参加者で協力しながら、アットホームな雰囲気での開催となりました。情報交換をしたり、
経験談を共有したりと、和やかな時間を過ごすことができました。次回は社会福祉士会の広
報を兼ねて、会員以外の方にも参加をしていただけるような工夫をしていければと思います。
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Report 報告
医療的ケア児等支援者養成研修【後期】

兵庫県社会福祉士会事務局　胡中　智礼

開 催 日 2024年11月1日～11月30日
受講者数 240名　　修了者数　209名
開催方法 オンデマンド配信
講 師 高田　哲　氏（神戸総合療育センター診療所長/神戸大学名誉教授）
 常石　秀市　氏（医療福祉センターきずな院長/
 　　　　　　　　兵庫県医療的ケア児支援センター長）
 柏木　実咲　氏（兵庫県医療的ケア児支援センター）
 胡中　智礼（兵庫県社会福祉士会）
 三宅　百合子　氏（医療福祉センターきずな）
 藤本　幸子　氏（訪問看護ステーションつくし）
 萩岡　あかね　氏（ありす訪問看護神戸ステーション）
 藤川　晶子　氏（医療福祉センターさくら）

　研修概要　
　本研修は、医療的ケア児及びその家族が地域において必要な支援を受け、地域で安心して
暮らしていけるように、国の定めるカリキュラム（「総論」「医療」「福祉」「連携」「ライフステー
ジにおける支援」合計５科目12時間）に基づいて支援者を養成するものです。
　県内の医療・福祉・行政分野で活躍する講師陣がそれぞれ、自身の経験に基づく具体的な
事例などについて解説しています。本県独自のルールとして、受講確認のための事後課題を
期日までに提出し、合格した方が本研修の修了者となります。
　受講ニーズの高まりを受け、今年度は前期と後期の２クール実施しました。

　所感等　

受講ニーズに応え　年２度目の実施
　受講ニーズはあると思っていましたが、２クール開催は今年度初めての試みだったため、
どのぐらいの希望者がいるのかわかりませんでした。特に前期は390名も修了しており、例
年以上に修了者がいたため、後期の受講希望者は少ないのではないかと危惧していました。
実際は200名を超える方が受講・修了し、医療的ケア児やその家族への支援について関心の
ある方の多さに嬉しくもなりました。
　次年度は国のカリキュラムが改訂され、それに合わせて当該研修の内容も新しくなります。
今回の結果を踏まえ、次年度も前期と後期の２クール開催予定で、前期開催は次号「こうの
とり通信春号」に案内を掲載する予定です。関心のある方はぜひお申込みください。
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Report 報告
2024年度 社会福祉士実習指導者講習会

実習教育支援委員会　岸　剛健

開 催 日 2024年11月3日、11月4日、12月8日
参加人数 115名
開催方法 Zoomによるオンライン及び会場
講 師 川島　惠美　氏
 山形　国則　氏
 西野　佳名子　氏
 山北　治彦　氏
 津田　克己　氏

　実施内容　
　相談援助実習を行う実習指導者の要件として、実習指導者を養成するための講習会の受講
が義務付けられています。本講習会は実習指導者の要件を満たす講習会として厚生労働省に
届け出たものです。

　所感等　

今年も100名超の実習指導者が誕生
　近畿圏内各地より多くの方々に参加して頂き、今年も100名を超える実習指導者が誕生し
ました。Zoomを使用した１日目と集合形式で開催した２日目でしたが、受講者の皆さんに
は実習指導概論、実習マネジメント論、実習プログラミング論、実習スーパービジョン論の
４科目を２日間でしっかりと学んで頂きました。
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Report 報告
2024年度 障害者虐待対応力向上研修C研修

高齢者・障害者虐待対応委員会　馬場　佳代

開 催 日 2024年11月6日　13：20～17：00
参加人数 70名
開催方法 会場での実施
講 師 福島　健太　氏（弁護士、兵庫県弁護士会所属）
 馬場　佳代（社会福祉士、兵庫県社会福祉士会所属）

　研修概要　

自分に　法人に　できることは？
　兵庫県が主催し、兵庫県社会福祉士会の高齢者・障害者虐待対応委員会が主管する障害者
虐待対応力向上研修です。
　障害福祉サービス従事者による虐待事案について、他人事ではなく自らのこと、今起きて
いなくても将来起こりうる事としてとらえ、予め備えておくことが重要です。事前の備えと
して、自分に、法人に、何ができるか、何をすべきかをグループワークを通じて考える研修
です。

　所感等　

グループワーク　活発に意見交換
　講師やスタッフからは「どの受講者の方も積極的に発言され、熱心に話し合いをされてい
た」「虐待防止委員会や身体拘束適正化委員会が必須になり、現場の考え方も変わってきた
のだと思う」「他人事でないという雰囲気を感じた」等の感想がありました。
　受講者の方からは「いろいろな職種の方、いろいろな事業所の方と意見交換ができて良かっ
たです」「虐待研修の機会を増やして行きたいです」「利用者主体に立った支援体制を考えた
い」「虐待防止委員会について事業所に帰ってすぐにフィードバックしたい」等の感想が寄
せられました。
　受講者の方が、真剣に虐待防止に取り組もうとされていることが伝わってくる研修でした。

講義の様子 グループワークの様子
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Report 報告
2024年度独立型社会福祉士実践報告会

独立型社会福祉士支援委員会　樹下　和幸

開 催 日 2024年11月9日
参加人数 34名
開催方法 Zoomによるオンライン
講 師 谷口　広子　氏（京都社会福祉士会所属 「うさぎの庭」代表）
 大庭　絵里　氏（兵庫県社会福祉士会所属 えり福祉相談所） 

　研修概要　

コミュニティー活動を主眼に置いた実践活動報告
　コミュニティー活動を主眼に置いた実践活動をされている独立型社会福祉士からの実践発
表（各30分）と両名の対談（30分）及びグループワークを計3時間の構成で実施した。谷
口氏は「支援をしない支援の好例」と評され、地域共生社会の実現に向け、身近な地域で「支
援をしない支援」が社会福祉士の「一つの在り方」になり得るかを模索されている実践活動
という内容であった。大庭氏は地域住民同士の繋がりと、その継続を表から裏から支えるこ
とを目標に活動されている実践活動であった。独立型社会福祉士としてこれから活動される
方にも現在すでに活動されている方にも実に興味深い話であった。

　所感等　

地域の実情に応じた自由な事業展開　強みを実感
　谷口広子氏の『うさぎの庭』の活動は、「楽しい」「楽しい」と言われながら肩肘張らずに
実践されている話に引きつけられました。うさぎとの触れ合いや雑談を通じて自由に、つぶ
やける場があることで大事には至らないということも多々あると感じ、この根っこには社会
福祉士としての専門性が多々見られました。
　大庭絵里氏の「独立型社会福祉士として」の実践紹介では地域にあるネットワークに入り
活動されていることが定着されており災害時支援グループ活動においても、支援を必要とす
る人を把握されての訪問や、おしゃべりサロンや歌声喫茶などの場をもたれ「せずにはいら
れない」という言葉が印象的で人とのつながりを感じました。地域の様々な課題に対してど
んな場面で当事者の方が少しでも思いを吐き出せるかを考えた時に、まさにこれだと思いま
した。独立型社会福祉士は地域の実情に応じて自由な事業の展開ができるという強みを実感
する研修でした。
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Report 報告
秋のお疲れ様交流会（ちょっと早めの忘年会？）

神戸ブロック　永田　三輪

開 催 日 2024年11月9日
参加人数 8＋1名
開催方法 会場での実施

　所感等　

話題盛りだくさん　楽しいひととき
　ビュッフェスタイルのお店でたくさんの料理で目移りする中、各自渾身の一皿に仕上げた
後、乾杯＆自己紹介、そして歓談しました。当日あいにく別の会合で参加が難しいと思われ
ていたブロック役員の一人が、まさかのお隣の部屋での会合だったため、少し合流すること
もできました。
　よく知った方、初めての方、いろいろでしたが、同じ社会福祉士というベースがあるから
か、皆さん和気あいあいとお話が盛り上がりました。会活動の活性化のために「神戸ブロッ
クのイベントを別のブロックの会場で開催しては？」という提案をいただいたり、専門職な
らではのお悩みを共有していただいたり、盛りだくさんで楽しい会となりました。参加いた
だいた皆さま、ありがとうございました。
　今回タイトな日程でのご案内でしたので、次回は余裕を持ってご案内する予定です。次回
もたくさんの方とお会いできることを楽しみにしています。
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Report 報告
武庫川河川敷相談会

生活困窮者支援委員会　谷口　智昭

開 催 日 2024年11月16日
開催方法 会場での実施

　実施内容　

弁護士会と協働事業　ホームレスを支援
　県弁護士会、神戸の冬を支える会、本会生活困窮者支援委員会の合同で11月16日に「武
庫川河川敷相談会」を実施しました。これは尼崎と西宮をつなぐ国道２号線の武庫大橋を起
点に、北は171号線の甲武橋、南は河口付近までのエリアを対象に、川を挟んで４班に分か
れて河川敷を巡回。ホームレスの方々に声をかけ、カップめんやカイロなどを配る活動です。
　相談会は、原則として夏場と秋ごろに行っています。「始めた当時は河川敷にブルーシー
トが並び、声かけや相談が夕暮れまでに終わらなかった」と当時から関わっている弁護士か
ら聞きました。結局この日、お会いできたのは３名の方でした。

　所感等　

対象者が減少　巡回相談はいったん終了
　全国的にもホームレスの人数が減少しています。
河川整備が進み、行政もー策を講じていることもあ
ります。これらのことから、今回をもって巡回相談
はいったん終了することになりました。しかしなが
ら現実には、いわゆる「ネットカフェ難民」など、
目に見えない貧困に苦しむ人々の問題は残ったまま
です。この課題に対しては、あきらめることなく、
弁護士会とも引き続き対応を検討していく予定です。

起点の武庫大橋に集合した参加メンバー 続く河川敷の改修工事
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Report 報告
刑事司法ソーシャルワーク実践研修 刑事事件の入口支援

更生支援委員会　大川　凌

開 催 日 2024年11月24日
参加人数 18名
開催方法 会場での実施
講 師 飯畑　正一郎　氏（飯畑正一郎法律事務所　弁護士・社会福祉士）
 吉倉　美加子　氏（緑が丘法律事務所　弁護士・社会福祉士）
 吉山　裕　氏（六葉法律事務所　弁護士）
 佐藤　寛士　氏（明石市社会福祉協議会　社会福祉士）
 マドフォ　恵　氏（寄り添い社会福祉士）

　研修概要　

ロールプレイングで実践的研修
　「刑事手続きと福祉との連携」講師　吉倉　美加子　氏
　「フォレンジックソーシャルワークー更生支援で伝えたいことー」講師　佐藤　寛士　氏
　「事例検討：個人ワーク・グループワーク・発表（ロールプレイング形式）」
　初めに、吉倉先生より刑事事件の流れ（起訴前・起訴後）や
司法と福祉の連携の必要性、「触法障害者のための支援協力福
祉専門職名簿」の概要についてご説明いただきました。佐藤委
員長からは「実践的な入口支援の実際」として、実際の現場の
肌感覚や押さえておくべきポイントを解説していただきました。
　事例検討では吉山先生（被疑者）・飯畑先生（弁護人）主演
のロールプレイングで、実際の聞き取り場面を想定して各グ
ループでまとめたストーリーを発表する流れとなりました。

　所感等　

実践のイメージ　つかむ機会に
　福祉職１年目の新人として参加させていただきました。経験・知識・技術どれもまだ浅く、
当分は更生支援の現場に出るには力不足だと考えていましたが、実際に活動されている弁護
士・社会福祉士それぞれの講師の方々から福祉専門職に求められる役割や関係性を聞くこと
ができ、目指すべき方向性が見えてきたように思います。
　グループワークや発表では、実際に被疑者に面会で聞き取りを行う場面を想定したロール
プレイングを行いました。ロールプレイング形式で行ったことで、発表者それぞれの様々な
聞き取り方の工夫や話し方を見ることができ、
面白い試みだと感じました。
　終盤には聞き取った情報をもとに、更生支援
計画書案を個人・グループワークで埋めながら
どのような支援ができるかを考えました。研修
全体を通して、実際の現場での流れや支援のイ
メージをつかむことができる機会になりました。

ロールプレイングの様子

グループワークの様子
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Block  Information
ブロックインフォメーション

神戸ブロック ブロック長　中尾　美隆

【活動報告】
　10月19日　デュオ神戸採光ドーム まちかど相談会
　10月28日　Zoom 役員会
　11月 9 日　神戸クックワールドビュッフェ ハーバーランド店
  秋のお疲れ様交流会（ちょっと早めの忘年会？）
　11月16日　広陵小学校 北区地域ふれあいまつり 福祉なんでも相談
　11月25日　Zoom 役員会

　役員会は毎月１回、Zoomにて定例開催しております。
　10月19日の「まちかど相談会」にご協力いただいた皆様、ありがとうございました。
　11月９日の「秋のお疲れ様交流会」はぎゅっと濃縮した時間を過ごせました。また、16日のふれ
あいまつりは途中から雨が降り出しましたが、地域になじんでいるお祭りとあって多くの来場者があ
りました。

【今後の予定】
　 2 月16日　六甲の館 園芸療法＆交流会
　 4 月  未定　未定 お花見交流会

　２月の園芸療法については、巻末のチラシにて詳細をご確認ください。
　４月のお花見交流会については、ひよこメーリングリストまたは神戸ブロックFacebookにてお知
らせいたします。

【お知らせ】
　● Facebook(フェイスブック)しています。　検索：兵庫県社会福祉士会神戸ブロック
　●神戸ブロックへのご意見などはkobe.block.fukushishikai@gmail.comまでお寄せください。
　● 聞いてみたい勉強会テーマがありましたら、上記の神戸ブロックメールアドレスまでお知らせく

ださい。
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広  告

西はりまブロック ブロック長　岸　剛健

【今後の予定】
　2月28日　Zoom こども家庭支援の現状と課題講師：津田克己氏
　5月18日　あいここべーす 西はりまブロック総会
　5月18日　あいここべーす 西はりまブロック記念講演
  　依存症予防教育アドバイザーの取り組みと経験
  　　～依存症への予防や正しい理解のために～
  　NHK「おかあさんといっしょ」
  　元「歌のお兄さん」杉田あきひろ氏

【お知らせ】
　西はりまブロックでは毎月最終金曜日19：00よりプレミアムフライデーと題し、Zoomによる交流
会を開催しております。西はりまブロック以外の方もお気軽にご参加下さい。出入りは自由です。

丹波ブロック ブロック長　中川　優一

【活動報告】
　 9 月21日　Zoom　役員会
　10月20日　Zoom　役員会
　11月16日　Zoom　役員会

【活動予定】
　1月26日　丹波ブロック視察研修　ウトロ平和祈念館（丹波ブロック会員限定）
　ウトロ地区の歴史を通じて人権と平和の大切さ、共生社会について学びます。
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委員会
インフォメー

ション

委員会
インフォメー

ション

研修委員会

調査研究委員会

委員長　綴木　くみこ

委員長　竹森　美穂

■活動報告
11月 8 日 Zoom開催
 第4回こうのとりゼミ
11月16日 Zoom開催
 研修委員会

■今後の予定
1月10日 Zoom開催
 第6回こうのとりゼミ
1月18日 Zoom開催
 研修委員会

■活動報告
6 月30日  社会福祉士会事務局内
  実践発表会、研究誌について
8 月10日  社会福祉士会事務局内
  実践発表会、研究誌について
10月14日  Zoom
  実践発表会、研究誌につい

て、次年度計画について
11月15日  Zoom
  実践発表会、研究誌につい

て、次年度計画について
　調査研究委員会では、年間を通じて実践
発表会の開催と、研究誌の発行に関する準
備を進めています。
　研究誌は長らく休刊していたので、どの
ように進めるか委員会メンバーも手探りで
進めています。

■今後の予定
1 月11日 Zoom
 実践発表会の開催

■お知らせ
　本委員会は、会員の皆さんが日々の実践
に基づく実践発表や実践研究の成果を発表
する機会を提供することを大きな目的とし
ています。活動に関心のあるかたの見学や
委員会へ参加も随時募集しています。また、
実践研究、実践発表への支援について、ご
意見などがあればぜひ声をお寄せください。
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委員会
インフォメー

ション

委員長　岸　剛健

■活動報告
10月30日 Zoom
 実習指導者講習会について
11月 3 日 兵庫県福祉センター
  実習指導者交流会について、

養成校連絡会について、次年
度予算について

■お知らせ
　実習教育支援委員会では委員のメンバー
を募集しております。お気軽に見学へお申し
込み下さい。

委員会
インフォメー

ション
ソーシャルワーク研究委員会

委員長　真利　敦子

　当委員会は、全員参加型の学習会を定期
的に行っています。普段の実践を振り返
り、ソーシャルワークの価値や理論になぞ
らえながら、自らの言語化・可視化を試み
ています。間違ったことを言ってしまって
も、とがめられない安全な場所として、実
践者としての力を養うトレーニングの場と
して、専門職が集まる学びと癒やしを提供
しています。興味のある方はいつでも体験
可能です。お待ちしています。

■活動報告
10月28日 Zoom
 コアメンバー会議
11月 5 日 Zoom
 コアメンバー会議
11月10日  Zoom＋福祉センター
  委員会　学習会テーマ「里親支

援について」

1 月11日  Zoom
  調査研究委員会主催「実践発

表会」参加
1 月12日  Zoom＋福祉センター
  委員会　学習会テーマ「ポス

ター発表　予行練習」

■今後の予定
2月8～9日  洲本市文化体育館
  社会福祉士会近畿ブロック

研究・研修　兵庫大会　ポ
スター発表

3月9日  Zoom＋福祉センター
  委員会　学習会テーマ「１

年間の活動の振り返りと来
年度の活動について」

　「近畿ブロック研究・研修　兵庫大会」に
て委員会活動の実践報告をポスター発表し
ます。みなさまお気軽に見に来てください。

実習教育支援委員会
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委員会
インフォメー

ション
災害福祉支援委員会

委員長　西野　佳名子

■活動報告

10月27日　イベント協力

地域の「防災フェア」に参加

　明石・二見地区のまちづくり協議会から

の依頼を受け、同地区の「防災フェア」に

委員会メンバーら6人が参加した。会場は

市立二見小学校の体育館と運動場。「みん

なで助かろう！　今できることは!?」と

題した講演の講師を務めたほか、ワーク

ショップでは「視覚障害と誘導体験」を実

施。来場者にペアになってもらい、1人は

アイマスクを着用、1人はガイドヘルパー

役となって、カラーコーンや机・椅子など

を置いた屋外のコースを歩いてもらった。

　子ども同士や親子での来場者が多く、着

用者は「うわ、マジで怖い」「『こっち』っ

て言われてもわからん。どっち？」などと

話しながら、ガイドヘルパー役の声かけや

手引きに従って、そろりそろりと歩いてい

た。子どもたちの心に「具体的な言葉で伝

えることの大切さ」や「お手伝いしてみよ

う」という思いが芽生えるきっかけとなり

ますように。

委員会
インフォメー

ション

委員長　樹下　和幸

■活動報告
10月15日 Zoomオンライン
  定例会：実践報告会、生涯研

修センター運営委員について
11月15日 Zoomオンライン
  臨時：次年度事業計画・予算案

の承認、倫理研修会について

12月19日 Zoomオンライン
 定例会：倫理研修会について
■今後の予定
1月 Zoomオンライン　定例会
2月 兵庫県福祉センター　倫理研修会

独立型社会福祉士支援委員会
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11月5日　オンライン

　　　　　 次年度の実施計画や、能登半島

地震の被災者の「見守り・相談

支援事業」について

11月9、30日 研修受講

DWAT養成基礎研修　10人受講

　兵庫県のDWAT（災害派遣福祉チーム）

の養成基礎研修が開かれ、9日の相生会場

にメンバー5人、30日の南あわじ会場にも

5人が参加した。それぞれ事前にDWATの

基本知識や活動について解説したオンライ

ン講義動画を視聴して臨み、当日は「避難

所での福祉ニーズを考える」「一般避難所

での災害派遣福祉チームの活動」といった

グループワークに取り組んだ。

11月23日　研修協力

明石市「ひなんサポーター研修」

　明石市からの要請を受け、前年度に続い

て同市が主催する「ひなんサポーター研修」

に協力し、講師やスタッフとしてメンバー

5人が参加した。会場の「あかし保健所1

階多目的ホール」には、防災に関心を持つ

市民ら約120人が集まった。

　アイマスクを着けて歩いたり、両手に軍

手を二重につけてペットボトルを開けたり

といった「障害体験」を実施したほか、障

害特性に応じた支援のコツや、自助・共助

をはじめとする地域でのつながりづくりの

重要性について伝えた。

■今後の予定

1 月17日　集合＆懇親会

「1.17」　防災ブースを出展

　神戸市中央区のHAT神戸・なぎさ公園

で開催される「ひょうご安全の日のつどい」

にブースを出展。来場者と一緒にハザード

マップを確認したり、兵庫県社会福祉士会

が開発した『防災対応力向上シート』の活

用方法を伝えたりする予定。

3月4日　オンライン

 2024年度の振り返りと2025年

度の実施計画について

■お知らせ

　災害福祉支援委員会は、奇数月の第１火

曜日の夜にオンライン会議で、また随時、

集合形式で開催しています。メンバーも募

集しています。お気軽にお問い合わせくだ

さい。

　32ページの「防災いいな（1.17） 災害

に強いソーシャルワーカーへの道」もご覧

ください。
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看取られずに仮設内で亡くな
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By Hyogo Association of Certified Social Workers
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